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～ 『「よい授業」のすすめ』の活用について ～

『「よい授業」のすすめ』は校内研修等でお使いでしょうか。セン
ターでの研修の活用例をお知らせします。少しでも活用のイメージ
をふくらませていただければ幸いです。
※ ［参考］の研修にて活用しています。受講された先生を講師

として研修をすることも考えられます。また、センターでは出
前講座も実施しています（いわき市教職員研修計画P9）。

活用例１ 「こんな授業になっていませんか（P1）」について

［場面］ 自分の授業について振り返るために活用します。
［方法］ 授業についてチェックする→身分の強み・弱みを明ら

かにする→強み・弱みを考慮する具体的指導を検討する。
［参考］ 街路樹第28号、経験者研修Ⅰ「共通研修」

活用例２ 「よい授業をめざして同僚から学ぶ（P７）」について

［場面］ 自分の授業について振り返るために活用します。
［方法］ ペア（少人数）で授業を振り返る。
［参考］ 研修主任研修①

この方法のよさは、平等な発言機会・安心感・話しやす
さ・じっくり意見交換・焦点化等があげられます。

活用例３ 「ワークショップ型の校内研修の紹介（P13）」について
［場面］ 事後研修会や教育課程編成等の校内研修会のため

に活用します。
［方法］ ワークショップ型により課題把握→改善策→まとめ

［実はこの先が大切］（現職教育部、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ等によ
り）→改善策の中から実践すべきことの洗い出し→具体
的計画→実施

［参考］ 新任教務主任研修②、マネジメント講座
活用例４ 「授業の構成要素とその工夫例の紹介（P18）」について

［場面］ 指導案を作成するときに活用します。
［方法］ 「目標」「教師」「教材」「子ども」「人間関係」の構成要素

についての手だてを確認する。
［参考］ 初任者研修「授業研修①」

活用例５ 「生活習慣・学習習慣のために（P20）」について

［場面］ 自分の授業について振り返るために活用します。
［方法］ 学びの基礎力の項目をもとに具体的実践を振り返る。
［参考］ 初任者研修「授業研修①」

学級経営のヒント 23
～ 教室の環境経営のポイント その２ ～

◆固定掲示は◆

① 台紙はラシャ紙のような長期間使用に耐えられる紙を使用

する。生活目標や学級組織等は、大きい文字で高い場所に。

② 班活動・係活動や学級新聞等文字の小さな物は、できるだ

け子どもたちの目線に合わせて貼付するとよい。

◆廊下等の掲示は◆

① 季節に応じたり、学校行事に合わせたりして模様替えする

配慮が大切。何ヶ所かをローテーションすることにより、多く

の子どもたちに見る機会を与える配慮もよい。

② 学級担任が美意識と計画を持ち、子どもたちにも、「何を、

いつまで、誰が、どのように、どこに、何を使って」などの計画

を持たせ、必要な用具をそろえ、活動時間や活動の場を設定

し、掲示に参加させていくとよい。

～発言・発表を促す指導・・・授業づくりの基礎技術 その５～

発問に対する、多くの子どもの発言・発表は、授業を活性化
させ、理解を深めることとなる。発言・発表を促すためには、

１ 「発問を精選」し、目的・対象・内容・表現・タイミングなどを考

慮していくこと。（特に、要点を押さえわかりやすい言葉、発問

後の時間確保）

２ 自信がなくても発言・発表できる「学級づくり」をすること。

３ 反応の遅い子、自分の考えをまとめることが苦手な子に、

発言・発表する力をつけるためのコツは、「ノートに考え・意見

を書かせる」ことだと言われている。書くことへの抵抗を少なく

するために、「箇条書き」させることもよいであろう。

４ その際、机間指導での指導・助言のポイントは、「結論は最

初に短く言うこと」「理由を言うこと」、さらには、友だちの意見

を引用して、発言・発表できるようになると、授業が深まる。

５ 「ペアやグループで話す機会」を設け、発言・発表への抵抗

感をなくしていくようにする。

「街路樹」閲覧の仕方

「よい授業」のすすめ」とともに、

６月に配布しました「平成２１年度 調査研究委員会 研究紀要」、
これまで発行しました「街路樹」（第１号～第４２号）を、ぜひご活用ください。
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